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１．概要（Summary） 

IC エンジンにおけるさらなる熱効率の向上のためには，

冷却損失の低減が重要である．そこで，エンジンシリンダ

壁面の温度を正確に計測する必要がある．しかし，従来

の温度測定法は，接触による外乱や光学的アクセスの必

要等の問題があり，エンジン内計測へ直接適用すること

が難しい．本研究では静電容量変化型無線温度センサ

を提案し，その試作を行った． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高速大面積電子線描画装置，マスク・ウエーハ自動現

像装置群，ブレードダイサー，高速シリコン深掘りエッチン

グ装置 

【実験方法】 

センサは，ポリイミドを基板として作製した．銅箔を用い

てコイルパターンを形成し，マスクレス描画装置とリフトオ

フプロセスを用いてクロム櫛歯電極を有するキャパシタを

形成した．電極の線幅と間隔は両方とも 5 m である．ま

た，原子層堆積装置を用いて，電極の上下に誘電体とな

るアルミナ膜を形成した．  

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1 にセンサの写真を示す．センサの中心部にある

1 mm角のキャパシタが温度測定部となっている．常温か

ら 200 ºCまでの 25 ºC間隔で雰囲気温度を変化しながら

センサの共振周波数を測定した結果を Fig. 2に示す．温

度上昇につれ共振周波数が減少しており，その感度は約

15.1 kHz/K と評価される． 

 

４．その他・特記事項（Others） 

・本研究は,総合科学技術・イノベーション会議の SIP（戦

略的イノベーション創造プログラム）「革新的燃焼技術」

（管理法人:JST）によって実施された。 
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６．関連特許（Patent） 

なし。     
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Fig. 1 Snapshot of the capacitive sensor. 
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Fig. 2 Result of the sensor performance evaluation. 


